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１．合流式下水道とは
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晴天時の吐口 雨天時の吐口

下水が未処理で放流（放流なし）

１．合流式下水道とは

○悪臭の発生 ・・・雨水水吐の未処理放流先で悪臭が発生

○ごみ（きょう雑物）の流出
・・・ゴミやトイレットペーパー、白色固形物等が流出し景観が悪化

○水質の悪化 ・・・汚濁物質の流出により水質が悪化

問題点

3
合流式下水道緊急改善事業



１．合流式下水道とは
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平成12年9月

お台場海浜公園に白色固形物
が漂着（ﾏｽｺﾐ報道）

平成13年6月
～平成14年3月

「合流式下水道改善対策検討
委員会」の設置

平成16年4月

下水道法施行令の改正・施行

合流式下水道改善事業推進の背景

オイルボール平成14年4月

「合流式下水道緊急改善
事業」の創設



２．静岡市における事業の経緯
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年度 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

事業実施
完
了

事後評価

計画の策定 計画見直し 事後評価

平成１６年：当初計画の策定

平成２１年：計画の見直し（改善目標の適切化、新技術の導入）

平成２３年：計画の見直し（改善目標の適切化）

平成２５年：事業完了

平成２７年：事後評価の実施

計画見直し



３．アドバイザー会議について

事業の評価の実施に当たっては、評価の透明性、客観性を
確保するため「アドバイザー会議」を開催するなど、学識
経験者等の第三者の意見を求めること。

（国土交通省通達より）

○アドバイザー会議とは
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地域の下水道、水環境、水辺の利用状況等に詳しい地域の
学識者や地域の経済団体、NPO等の有識者等第三者から
なる「アドバイザー会議」等を設置し、合流式下水道の改
善に関して広く意見を聴取し、計画の策定及び事業の推進
に役立てられたい。

（国土交通省通達より）



合流改善計画の変更

＜平成21年度＞

・改善目標の設定
・対策案の作成、評価
・改善計画（全体、緊急）の策定

計画策定のための
実態調査

＜平成16年度＞

合流改善計画の変更

＜平成23年度＞
・これまでの事業進捗
・改善目標の考え方の見直し
・変更計画の策定

３．アドバイザー会議について

○これまで実施したアドバイザー会議

・改善目標の変更
・新たな対策案の作成、評価
・新たな改善計画の策定

第1回：H16.12
第2回：H17.02

H24.1.23

第1回：H21.12
第2回：H21.12

合流改善計画の
事後評価

＜平成27年度＞

・実施事業の振り返り
・目標達成の確認

H28.7.22

合
流
式
下
水
道
緊
急
改
善
事
業
へ
の
助
言
・
意
見

アドバイザー会議の実施
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３．アドバイザー会議について

○過去のアドバイザー会議での意見・質問（抜粋）
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年度 質問・意見 回答・対応

H20

・重要水域として指定するところ
はないのか。

・市民へのPR活動、日常で住民が
できるソフト対策についても発信
していくべき。

・本市は手引きに示される重要影
響水域となる可能性のある水域
の条件に該当する水域がないた
め、指定していない。
・今後、下水道への理解を深めて
もらうため、よりわかりやすい
情報提供につとめる。

H23

・モニタリングの状況は。

・水質改善の目玉となる３Ｗ法の
検証が行われるよう期待する。

・各処理区とも未処理水放流開始
から１時間程度が最も水質が悪
い。
・各種事業の進捗管理を徹底し、
特に、3W法は実績と運転手法
を管理し、効果検証を進める。



４．計画の目標
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静岡市合流式下水道緊急改善計画

①汚濁負荷量の削減

②公衆衛生上の安全確保

③きょう雑物の削減

合流式下水道から排出されるBOD汚濁負荷量を分流式下水道と同程度以下

放流先の水域ごとの未処理下水の放流回数を対策未実施時点と比較して半減

全ての吐口（雨水吐口・ポンプ場）でごみ（きょう雑物）の流出を極力防止

計画の目標

下水道法施行令
（平成26年3月までに合流式下水道の問題点を改善することを義務付けるもの）



①汚濁負荷量の削減
合流式下水道から排出されるBOD汚濁負荷量を分流式下水道と同程度以下

合流式下水道 分流式下水道

汚水

合流管渠

雨水
雨水吐室 河川

遮集管

処理場
高級処理

簡易処理

汚水

汚水管渠

雨水

雨水管渠

河川

処理場
高級処理

合流式 分流式

高級処理

簡易処理

未処理水

高級処理

雨水

年
間
排
出
汚
濁
負
荷
量

※「分流式と同程度以下」とは
削減量

合流式下水道の区域を分流式下水道
に置き換えた場合に放流される汚濁
負荷量と同程度にすること
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４．計画の目標 [①汚濁負荷量の削減]



晴天日 雨天日

約３mm/hr以上
の雨が降ると

②公衆衛生上の安全確保
放流先水域ごとの未処理下水の放流回数を対策未実施時点と比較して半減

汚水

合流管渠

雨水
雨水吐室 河川

遮集管

処理場
高級処理

簡易処理

雨水吐室

放流管

公共用水域

越流 合流管
越流せき

遮集管

浄化セン
ターへ１降雨で雨水吐室から越流し

た場合を１回とする

越流
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処理場へ

河川へ

越流堰

４．計画の目標 [②公衆衛生上の安全確保]



③きょう雑物の削減
全ての吐口でごみ（きょう雑物）の流出を極力防止

＜各処理におけるきょう雑物の内容＞
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○全ての吐口（雨水吐口：23箇所、ポンプ場：4箇所）において
きょう雑物削減の対策が必要

高松処理区 城北処理区 南部処理区 北部処理区

・枯葉
・樹木の枝
・たばこの吸殻
・ビニール製品の一部

等

・枯葉
・樹木の枝
・たばこの吸殻
・発砲スチロール

等

・枯葉
・たばこの吸殻
・飴の空き袋

等

・ティシュペーパー
・トイレットペーパー
・ラード

等

４．計画の目標 [③きょう雑物の削減]



対象箇所：合流地区（全４処理区）

５．対策実施内容

高松処理区
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城北処理区

南部処理区

北部処理区
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５．対策実施内容

○対策事業一覧

目標：

対策内容
対策箇所

高松 城北 南部 北部

①汚濁負荷量の削減：

３Ｗ法(雨天時活性汚泥法) ○ ○ ○ ○

②公衆衛生上の安全確保：

雨水吐の堰かさ上げ 2箇所 2箇所 ３箇所 －

③きょう雑物の削減：

きょう雑物除去施設
（スクリーン等）の設置

12箇所 2箇所 11箇所 2箇所
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５．対策実施内容

雨水吐の堰かさ上げ
（２箇所）

城北浄化ｾﾝﾀｰ

№①

№②

３Ｗ法導入

雨水吐の堰かさ上げ
（２箇所）

城北処理区

雨水吐の堰かさ上げ
（２箇所）

高松浄化ｾﾝﾀｰ

スクリーン等設置
（１２箇所）

№①

№②

№③

№④

№⑤

№⑥

№⑦

№⑧

№⑨

№⑩

№⑪

№⑫

３Ｗ法導入
（標準法施設のみ）

高松処理区



５．対策実施内容

P

３Ｗ法導入

北部浄化ｾﾝﾀｰ

愛染ﾎﾟﾝﾌﾟ場№①

スクリーン等設置
（２箇所）

北部処理区
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P

スクリーン等設置
（１１箇所）

P

３Ｗ法導入

築地
ﾎﾟﾝﾌﾟ場

清開
ﾎﾟﾝﾌﾟ場

南部浄化ｾﾝﾀｰ

雨水吐の堰かさ上げ
（３箇所）

南部処理区

P

№⑧

№①

№②

№③
№④
№⑤

№⑥ №⑦



活性汚泥
     処理
（１Ｑ）

 沈殿処理
    放流
（2Ｑ）

２Ｑ

反  応  槽

雨天時
   下水
（３Ｑ）

１Ｑ

 最初
沈殿池

最終
沈殿池

反  応  槽

雨天時
   下水
（３Ｑ）

活性汚泥
     処理
（１Ｑ）

１Ｑ

最初
沈殿池

最終
沈殿池

沈殿処理
  放流
（2Ｑ）
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○雨天時活性汚泥法（３W法）について
通常、雨天時に簡易処理を行っていた下水を、反応槽に流入させ高級処理

従来法

3Ｗ法

高級処理
94%除去

簡易処理
30％除去

高級処理

90%除去

１Q 最大２Q

＋

最大３Q

雨天時下水
（最大３Q） （１Q）

高級処理
（１Q）

反応槽

最初
沈殿地

最終
沈殿地

雨天時下水
（最大３Q）

最終
沈殿地

最初
沈殿地 反応槽

高級処理
（最大３Q）

（１Q）

（最大２Q）

簡易処理放流
（最大２Q）

標準活性
汚泥法

※１Q：晴天時に処理すべき量

トータル
51.3％除去

雨天時活性
汚泥法

トータル最大
90％除去

※90％除去：３Ｑ処理の場合

５．対策実施内容

簡易処理
（最大２Q）

放流

放流



ご清聴ありがとうございました


